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東
京
地
方
本
部
は
、
一
〇
月
五
日
に
恒
例
の

海
釣
り
大
会
を
開
催
し
た
。

　

朝
六
時
三
〇
分
に
浜
川
崎
の
船
宿
つ
り
幸
に

集
合
し
、
す
ぐ
に
出
船
。
川
崎
の
工
業
地
帯
の

運
河
を
抜
け
、
一
気
に
横
須
賀
沖
ま
で
船
を
走

ら
せ
竿
を
下
ろ
し
た
。

　

今
日
は
東
京
湾
に
し
て
は
波
が
あ
る
ほ
う
で
、

大
型
船
が
通
る
た
び
に
波
で
ゆ
れ
、
昼
頃
に
は

横
浜
港
に
向
か
う
豪
華
客
船
も
す
ぐ
そ
ば
を
通

過
し
て
い
っ
た
。
多
い
人
は
四
〇
匹
近
い
ア
ジ

を
釣
り
上
げ
、
持
っ
て
帰
る
の
が
大
変
な
位
に

な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
早
め
に
つ
り

幸
に
戻
り
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
っ
て
解

散
と
な
っ
た
。

　

な
お
、優
勝
は
最
も
大
き
な
ア
ジ
を
釣
り
上
げ
た
、

組
合
員
家
族
の
飯
塚
さ
ん
に 

、
外
道
賞
は
、
今
回
ア

ジ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
か
っ
た
中
で
、
唯
一

タ
イ
を
釣
り
上
げ
た
岩
瀬
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。
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国
労
東
京
第
七
〇
回
定
期
地
方
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
地
方
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
今
定
期
地
方
大

会
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
構
成
員
並
び
に
各

級
機
関
・
組
合
員
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
大
変
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
臨
席

を
頂
き
ま
し
た
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
、
そ
し
て

す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
方
に
対
し
地
方
本
部
を

代
表
し
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
す
。

私
た
ち
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
こ
そ
が
ま
さ
に

国
鉄
労
働
組
合
に
と
っ
て
組
織
の
命
運
・
存
亡

を
か
け
た
闘
い
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
各

級
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
粘
り
強
く
拡
大

運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
開
催
し
た
定
期
地

方
大
会
以
降
、
貨
物
職
場
を
は
じ
め
関
連
会
社

社
員
な
ど
十
一
名
の
国
労
加
入
が
報
告
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
各
社
と
の
一
括
和
解

以
降
一
三
九
名
と
い
う
数
に
到
達
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
関
係
さ
れ
た
各
級
機
関
・
組
合

員
の
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
の
労
組
未
加
入
者

は
三
万
六
千
人
を
超
え
、
親
睦
団
体
・
社
友
会
は

二
万
人
を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
も

行
わ
れ
た
過
半
数
代
表
者
選
挙
で
は
、
国
労
組
合

員
が
約
一
五
〇
も
の
事
業
所
で
立
候
補
し
、
グ
ル

ー
プ
会
社
を
含
め
て
、
昨
年
を
上
回
る
国
労
組
合

員
が
代
表
に
選
出
さ
れ
、
代
表
に
至
ら
ず
と
も
、

組
合
員
数
以
上
の
支
持
を
得
る
中
で
安
全
衛
生
委

員
に
指
名
さ
れ
た
職
場
も
出
て
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
の
条
件
は
職
場
に
あ
り
、
労
働
組
合
の

任
務
と
役
割
を
広
く
訴
え
て
い
く
こ
と
に
全
機
関

が
最
大
限
集
中
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
す
。

 

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
全
て
の
職

場
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
三
二
年
を
迎
え
た
今
日
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
根
幹
を
脅
か
す
重
大
事
故
と
イ

ン
シ
デ
ン
ト
の
多
発
、
車
両
・
設
備
故
障
や
大
規

模
な
輸
送
障
害
な
ど
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、「
乗
務
員
勤
務
制
度
見
直
し
」
や
「
保

線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
最
適
化
」、「
駅
遠
隔
操
作
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
駅
業
務
体
制
の
見
直
し
」
な
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二
〇
一
九
年
度
国
労
東
京
議
員
団
総
会
は
、
九

月
十
四
日
、
新
橋
交
通
ビ
ル
七
階
会
議
室
で
開
催

し
た
。

　

青
山
秀
雄
昭
島
市
議
、
河
野
達
男
新
宿
区
議
、

本
池
奈
美
枝
前
柏
市
議
、
Ｏ
Ｂ
議
員
の
佐
藤
洋
二

さ
ん
の
四
名
が
出
席
、
今
年
は
、
国
労
東
京
地
本

議
員
団
四
名
全
員
が
改
選
期
で
、
四
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
で
は
、
青
山
秀
雄
昭
島
市
議
が
六
期

目
、
河
野
達
男
新
宿
区
議
が
八
期
目
、
七
月
の
白

河
市
議
選
で
は
石
名
国
光
さ
ん
が
五
期
目
の
当
選

を
勝
ち
取
り
、
柏
市
議
の
本
池
奈
美
枝
さ
ん
は
、

九
期
の
任
期
満
了
で
八
月
勇
退
し
た
。

　

議
員
団
総
会
は
、
河
野
事
務
局
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
青
山
団
長
挨
拶
、
東
京
地
本
横
倉
政
治
部

長
か
ら
国
労
の
組
織
拡
大
の
闘
い
と
成
果
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
労
務
政
策
や
職
場
実
態
な
ど
の
挨
拶
を

受
け
た
。

　

経
過
報
告
と
活
動
方
針
・
決
算
と
予
算
の
提
案

を
受
け
、
討
論
採
択
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
団
長
に
青
山
さ
ん
、
事
務
局

長
に
河
野
さ
ん
、
Ｏ
Ｂ
幹
事
は
、
佐
藤
さ
ん
、
本

池
さ
ん
を
選
出
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
第
七
〇
回
国
労
東
京
地
本
大
会

に
出
席
し
、
国
労
東
京
地
本
議
員
団
は
、
現
職
三

名
、
Ｏ
Ｂ
議
員
六
名
で
頑
張
り
ま
す
と
、
選
挙
の

お
礼
と
共
に
闘
い
続
け
る
決
意
を
述
べ
た
。

ど
、
相
次
ぐ
合
理
化
施
策
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
・

関
連
会
社
を
含
む
、
全
て
の
職
場
に
お
い
て
労
働

密
度
が
高
ま
り
、
慢
性
的
な
要
員
不
足
と
急
激
な

世
代
交
代
・
少
子
化
の
中
で
技
術
継
承
が
進
ま
な

い
な
ど
、
労
働
条
件
の
劣
悪
化
と
健
康
破
壊
が
表

面
化
し
「
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
・
条
件
」
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
昨
年
七
月
グ
ル
ー
プ
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
「
変
革
二
〇
二
七
」
を
策
定
し
、
変

革
の
名
の
も
と
に
矢
継
ぎ
早
に
各
系
統
に
わ
た
り

様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
お
い
て
も
、
新
人
事
賃
金

制
度
導
入
を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
働
き
度
の
向
上

の
た
め
一
層
の
効
率
化
施
策
を
推
し
進
め
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
会
社
で
は
、
長
時
間
拘
束
・
不
規
則
勤
務
・

要
員
不
足
が
続
き
健
康
破
壊
が
進
む
な
ど
、
労
働

条
件
の
悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

鉄
道
輸
送
の
最
大
の
使
命
は
、
安
全
輸
送
の
確

保
で
あ
る
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
の
履
行

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
は
も
と
よ
り
、
安

全
が
最
優
先
さ
れ
る
企
業
文
化
を
定
着
さ
せ
る
た

め
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
」
を
全
職
場
か

ら
展
開
し
、
業
務
委
託
体
制
の
検
証
を
は
じ
め
適

正
な
人
員
配
置
と
速
や
か
な
技
術
継
承
、
人
材
育

成
と
教
育
・
訓
練
の
充
実
な
ど
、
抜
本
的
な
安
全

対
策
と
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て

い
き
ま
す
。

次
に
、
安
倍
反
動
政
治
と
平
和
と
民
主
主
義

の
課
題
に
つ
い
て
で
す
。

七
月
二
一
日
投
開
票
の
第
二
五
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
市
民
と
立
憲
野
党
と
の
共
闘
の

力
に
よ
り
改
憲
発
議
に
必
要
な
三
分
の
二
議
席
獲

得
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
安

倍
首
相
は
、
改
選
過
半
数
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら

「
世
論
の
支
持
」
を
得
た
と
し
て
、
秋
の
臨
時
国
会

で
改
憲
議
論
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
極
め
て
強
権
的
な
安
倍
政
権
の

政
治
路
線
・
改
憲
策
動
・
国
民
生
活
破
壊
に
対
し
、

立
憲
主
義
と
民
主
主
義
を
堅
持
す
る
中
で
、
幅
広

い
戦
線
の
拡
大
を
築
き
、
安
心
・
安
定
し
た
社
会

の
実
現
と
安
倍
改
憲
阻
止
・
安
倍
政
権
退
陣
に
向

け
た
大
き
な
う
ね
り
を
、
よ
り
一
層
構
築
す
る
め

に
さ
ら
に
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
な
課
題
と

し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

緊
迫
す
る
政
治
情
勢
の
中
で
、
働
く
者
の
視

点
で
政
治
を
捉
え
る
労
働
組
合
の
社
会
的
責
任
は

大
き
い
だ
け
に
、
職
場
・
地
域
の
全
て
の
力
を
傾

注
し
、
護
憲
・
平
和
・
民
主
主
義
勢
力
を
総
結
集

さ
せ
、
共
に
闘
い
抜
く
こ
と
を
今
定
期
地
方
大
会

の
総
意
と
し
て
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
闘
い
や
取
り

組
み
に
自
信
と
確
信
を
持
ち
、
当
面
す
る
諸
課

題
の
実
現
に
向
け
、
国
労
東
京
が
そ
の
先
頭

に
立
ち
、
総
力
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
を
申
し
上

げ
、
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

鉄
道
関
連
産
業
労
働
組
合
連
合
会
は
、
九

月
二
八
日
に
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
、
葛
西
臨

海
公
園
で
開
催
し
た
。

　

今
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
国
労
組
合
員
を
は

じ
め
、
五
〇
名
以
上
が
集
ま
っ
た
。
焼
き
肉
や

焼
き
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら 

交
流
が
行
わ
れ
、
ビ

ン
ゴ
大
会
で
は
ア
ベ
ニ
ー
ル
、
交
運
共
済
、
鉄

道
運
輸
機
構
労
組
提
供
の
景
品
争
奪
で
大
き
く

盛
り
上
が
っ
た
。

　
「
1
0
・
１
原
子
力
空
母
ロ
ナ
ウ
ド
・
レ
ー
ガ

ン
横
須
賀
配
備
抗
議
！
母
校
撤
回
を
求
め
る
神
奈

川
集
会
が
十
月
一
日
横
須
賀
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
で

開
催
し
た
。

集
会
は
、
佐
藤
治
さ
ん
（
三
浦
半
島
地
区
労
セ

ン
タ
ー
議
長
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代

表
し
て
福
田
護
さ
ん
（
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
代
表
）
が
原
子
力
空
母
配
備
さ
れ
て
十
一
年
、

「
日
米
軍
事
同
盟
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

象
徴
が
横
須
賀
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
軍
隊
化
を
目

論
む
安
倍
政
権
、
特
に
憲
法
九
条
に
自
衛
隊
を
明

記
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
た
。

そ
の
後
中
央
団
体
、
政
党
挨
拶
、
現
地
報
告
と

続
き
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
飯
島
典
子
さ
ん
（
Ｉ
女

性
会
議
神
奈
川
県
本
部
事
務
局
長
）
が
、
一
、
原

子
力
艦
船
の
入
港
反
対
、
空
母
ロ
ナ
ウ
ド
・
レ
ー

ガ
ン
の
母
港
撤
回
、
第
五
次
厚
木
爆
音
訴
訟
に
勝

利
し
よ
う
。
二
、
辺
野
古
、
高
江
へ
の
新
基
地
建

設
反
対
、
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
、
新
た
な

配
備
に
反
対
し
、
撤
去
さ
せ
よ
う
。
三
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
や
自
衛
隊
の
強
化
な
ど
戦
争
推
進
政

策
を
許
さ
ず
、「
安
保
関
連
法
」
の
廃
止
、
憲
法

改
悪
を
阻
止
し
よ
う
。と
提
起
さ
れ
、採
択
し
た
。    

集
会
終
了
後
、
横
須
賀
の
街
を
デ
モ
行
進

で
「
原
子
力
艦
船
の
横
須
賀
配
備
反
対
！
」「
オ

ス
プ
レ
イ
の
厚
木
基
地
へ
の
配
備
を
許
さ
な

い
！
」「
安
倍
九
条
改
憲
反
対
！
改
憲
発
議
絶

対
止
め
よ
う
！
」
訴
え
た
。


